
東京iCDCリスコミチームによる
都民アンケート調査結果（2023年2月実施）
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 調査方法：インターネット調査

 調査対象：東京都に住所を有する20代から70代までの者

 サンプリング方法およびサンプル数：

・性別・年齢構成・居住地を東京都の人口比率に合わせた割当抽出

・１０，４２９サンプル

 調査期間：2023年2月15日（水）～ 2月21日（火）‥‥１週間

 調査項目：

〇新型コロナに関する気持ちや経験 〇新型コロナについての備え

〇類型変更後（5月8日以降）の行動・感染対策 〇今後のマスク着用意向・理由、基本的感染対策 など

2023. 3. 16 



有効回収票についての基本属性 有効回収票 n＝10,429

(単位 %)
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回答者の職業

49.7%49.6%

0.3% 0.4%

回答者の性別

男性

女性

いずれでもない

答えたくない

70.0%

30.0%

回答者の居住地

区部

区部以外

15.1% 18.5% 21.0% 19.6% 13.3% 12.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

回答者の年代

20代 30代 40代 50代 60代 70代

管理的職業従事者 8.4

専門的・技術的職業従事者 13.9

事務従事者 19.0

販売従事者 3.9

サービス職業従事者 10.8

保安職業従事者 0.7

農林漁業従事者 0.1

生産工程従事者 1.5

輸送・機械運転従事者 0.9

建設・採掘従事者 0.8

運搬・清掃・包装等従事者 1.8

分類不能の職業 3.6

専業主婦・主夫 13.9

学生 2.4

無職 13.4

答えたくない 4.9

全体 100.0

※本調査結果の構成比は小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計をしても必ずしも100とはならない。
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新型コロナの対策について、現在（2月中旬時点）のあなたにあてはまるものをそれぞれひとつずつ選んで下さい。

（2023年：n=10,429)

マスクを着用する

こまめに手洗い

消毒液を使用

部屋の換気

3つの密を避ける

（2022年：n=10,000)
新型コロナの流行から約3年が経過し、
5類への移行が示された後の2023年2月
中旬時点においても、多くの都民が感染
防止対策に気をつけていることが伺える。

①「マスクを着用する」については、「い
つも/まあ気をつけている」と回答した
割合は約90％となっている。なお「いつ
も気をつけている」の割合は、昨年3月
の調査結果と比較すると約20％減少。

②「部屋の換気」については、「いつも/
まあ気をつけている」と回答した割合は
約70％と昨年3月の調査結果と同程度。

③「3つの密を避ける」については、「い
つも/まあ気をつけている」と回答した
割合は約70％となっている。なお「いつ
も気をつけている」の割合は昨年3月の
調査結果と比較すると約15％減少。

④「体調不良のときの出勤や外出は控え
る」については、「いつも/まあ気をつ
けている」と回答した割合は約75％。
なお「いつも気をつけている」の割合は
昨年3月の調査結果と比較すると約20％
減少。

(%)

こまめに手を洗うか、
消毒液を使用する

こまめに手を洗うか、
消毒液を使用する
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0.1

0.2
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いつも気をつけている まあ気をつけている あまり気をつけていない

ほとんど気をつけていない わからない 答えたくない

風邪の症状がある等
体調不良のときの出
勤や外出は控える

①

②

③

④
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お仕事をされている方で、この１ヶ月、あなたは、テレワークをどれくらい実践しましたか。

あてはまるものをひとつ選んで下さい。

東京都では、新型コロナウイルス感染症に備え、検査キット、薬、食料品などの準備をしておくよう、

呼びかけをしています。ご自身で準備しているもの全てを選んで下さい。

1.0

9.9

12.3

25.0

44.9

51.7

67.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

その他

呼びかけそのものを知らない

準備をしていない

市販の新型コロナ抗原検査キット

食料品

市販の解熱鎮痛薬

体温計

（2023年：n=10,429)

（2022年：n=10,000)

 テレワークを実践（調査実施時点）している人は約30％であり、昨年3月調査結果と同程度。

（ただし、「テレワークを実践できない仕事についている」、「現在、仕事をしていない」人の回答割合を除いた場合は約60％）

 新型コロナウイルス感染症への備えとしては、「体温計」を準備している人の割合が約70％、「市販の解熱鎮痛剤」を準備している人
の割合が約50％。また、「市販の新型コロナ抗原検査キット」を準備している人の割合は25％。

（％)

（％)
（n=10,429)
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14.9

12.1

4.9

6.1

4.1

4.9

5.3

5.3

13.2

15.4

27.8

26.5

28.8

26.4

1.0

3.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

2022

2023

業務の７割以上実践している 業務の半分程度実践している 業務の３割程度実践している

業務の1割程度実践している 実践していない テレワークを実践できない仕事についている

現在、仕事をしていない（専業主婦・主夫、学生、定年退職など） 答えたくない



あなた自身が2023年5月8日以降も続けようと思う対策はどれですか。あてはまるものをすべて

選んで下さい。

（n=10,429)
(％)

① 多くの人が5月8日の類型変更後も「こまめに手を洗う」、「マスクを着用する」、「消毒液を使用する」といった基本的な感染防止

対策を続ける意向であることが伺える。

②「部屋の換気」や「三密回避」については、継続意向の割合が50％程度となっている。

③「定期的なワクチン接種」や「テレワーク」については、継続する意向は低くなっている。

（テレワークについては、「現在仕事をしていない」・「テレワークができない職種」を除いた回答者のうち約25％が継続意向）

①

②

6.5 

0.2 

12.3 

22.6 

26.5 

30.0 

32.8 

33.3 

37.0 

40.2 

48.1 

50.4 

56.8 

71.3 

75.6 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

なんの対策もしない

その他

なるべくテレワークをする

感染予防策についての情報を得る

定期的にワクチンを接種する

東京都の感染状況についての情報を得る

人との間隔をあける

密閉した空間を避ける

風邪の症状があるなど体調不良のときの出勤や外出はひかえる

人が密集する場所を避ける

３つの密（密閉、密集、密接）が重なる場を避ける

部屋の換気をする

消毒液を使用する

マスクを着用する

こまめに手を洗う

③

③

5



6

もうやめたほうがよいと思う感染対策は何ですか。あてはまるものをすべて選んで下さい。

23.5

0.5

11.7

12.9

13.4

13.5

19.0

20.3

21.6

24.3

25.6

27.2

29.1

29.7

35.0

36.9

38.6

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0

上記の対策は今後も必要である

その他

トイレで水を流す前に便器の蓋をしめること

公共交通機関でのマスク着用

建物の入口での消毒

共有物品の消毒回数の増加

宿泊施設などでの身分証明書による本人確認

店舗内やベンチなどで隣の席をあけること

ビュッフェやサラダバーなどでのビニール手袋の装着

建物の入口での検温

病院などでの面会や付き添いの禁止

飲食店内で客同士が対面に座ることの禁止

窓口や飲食店等でのアクリル板やビニールの仕切り設置

トイレのハンドドライヤー使用禁止

黙食（人と話さずに食事をとること）

小・中学校での授業中のマスク着用

卒業式、入学式のマスク着用（今年３-４月）

（％)（n=10,429)

①「卒業式、入学式のマスク着用」、「授業中

のマスク着用」、「黙食」については、35％

以上の人が「もうやめたほうがよい」と回答。

子どもたちの生活を制限する対策の緩和を

望む声が大きいと考えられる。

②飲食の場に関して、「黙食」、「窓口や飲食

店等でのアクリル板やビニールの仕切り設

置」、「飲食店で客同士が対面に座ることの

禁止」についても30％程度の人が「もうやめ

たほうがよい」と回答。

③「建物の入口での消毒」や「公共交通機関で

のマスク着用」については、「もうやめたほ

うがよい」と考えている人の割合は10％程度。

④ 一方、20％以上の人が「上記の対策は今後も

必要である」と回答。

①

②

②

③

④

①
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今後も「マスクを着用する」と答えた方にお伺いします。その理由は何ですか。

あてはまるものをすべて選んで下さい。

① 今後も「マスクを着用する」と回答した人の理由としては、「コロナ感染を防ぐため」の回答割合が約85％、「風邪などの感染症を防ぐ

ため」が約60％、「花粉症対策にもなるから」が約45％と、健康を守る対策としての着用が多い。

②「エチケットだから」の回答割合は約20％、「人の目が気になるから」は約15％、「まわりの人がつけているから」は約15％となっている。

③「化粧しなくてよい・ひげを剃らなくてよいから」の回答割合は約15％、「マスクは楽だから」は約10％となっている。

0.9 

2.3 

7.1 

8.2 

11.7 

12.8 

14.7 

17.0 

20.6 

24.1 

43.4 

58.8 

83.1 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0

その他

なんとなく

マスクを外したいが、仕事などの関係で外すことができないから

コロナ禍でずっとマスクをしてきて、他の人に顔すべてを見せるのが恥ずかしいから

マスクは楽だから

まわりの人がつけているから

化粧しなくてよい・ひげを剃らなくてよいから

人の目が気になるから

エチケットだから

マスクをつけるのは苦ではないから

花粉症対策にもなるから

風邪などの感染症を防ぐため

コロナ感染を防ぐため
（n=7,437)

(％)

①

②

②

③

③
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マスク着用について、さらに詳しくお伺いします。あなたが今後もマスクを着けようと思うのは

どのような場面ですか。あてはまるものをすべて選んで下さい。

6.2

16.7

0.9

15.9

28.2

29.7

31.0

31.0

39.5

48.6

49.0

49.6

50.8

55.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

いかなる場面でも着用しない

場所や混雑度、会う相手などにかかわらず、常に着用する

その他

普段会わない人と会うとき

屋外で、人と近距離で会話するとき

基礎疾患のある方と会うとき

高齢者と会うとき

混雑している屋外

高齢者施設の中

通勤ラッシュ等混雑した電車やバスに乗車する時

屋内で、人と近距離で会話するとき

病院の中

電車やバスなど公共交通機関では原則着ける

混雑している屋内 (％)（n=10,429)

① マスク着用の場面としては、「混雑している屋内」、「公共交通機関」、「病院の中」、「屋内で、人と近距離で会話するとき」、「通勤

ラッシュ等混雑した電車やバス」の回答割合が50％前後。

②「高齢者施設の中」の回答割合は約40％。

③「高齢者と会うとき」、「基礎疾患のある方と会うとき」の回答割合は30％前後。

④「常に着用する」と回答した人（16.7％）を上記の①、②、③に加えると、マスク着用の割合は①が70％前後、②が約55％、③が約45％。

①

②

③

8

④



医療提供体制や医療従事者への負担に対するあなたの気持ち（『新型コロナに関してあなたの気持ちにあてはまるもの』から抜粋）

医療提供体制の逼迫(ひっぱく)
が心配だ

医療従事者への負担
が続いていることが心配だ

25.0

31.8

39.9

39.1

15.9

13.1

12.8

10.1

6.1

5.5

0.3

0.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない わからない 答えたくない

（n=10,429)

 新型コロナに関して「医療提供体制の逼
迫（ひっぱく）が心配だ」に「あてはま
る/ややあてはまる」と回答した人の割合
は約65％。

 「医療従事者への負担が続いていること
が心配だ」に「あてはまる/ややあてはま
る」と回答した人の割合は約70％。

82.1

58.0

50.5

42.0

24.5

10.9

0.4

4.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

コロナに感染しないよう、感染予防対策につとめている

体調が悪いときには、外出は控え自宅で休むようにしている

ケガや病気にならないよう、普段から事故や健康管理に気をつけている

ニュースなどで情報を得て、医療現場の現状を理解するようにしている

常備薬や検査キットを準備するなど、なるべく医療機関にかからないようにしている

医療従事者への感謝やねぎらいの言葉を、直接本人にかけたり発信したりする

その他

心がけていることはとくにない

「医療従事者への負担が続いていることが心配だ」で「あてはまる」「ややあてはまる」と答えた方にお伺いします。

では、負担を減らすためにあなたが心がけていることは何ですか。

①「コロナに感染しないよう、感染予防対策
につとめている」と回答した人の割合
は約80％。

②「常備薬や検査キットを準備するなど、な
るべく医療機関にかからないようにして
いる」と回答した人の割合は約25％。

（n=7,399)

①

②

9

(％)

(％)



新型コロナに関して、あなたの気持ちにあてはまるものをそれぞれひとつずつ選んで下さい。

感染が再び拡大する
不安がある

①「感染が再び拡大する不安がある」に「あ
てはまる/ややあてはまる」と回答した人
の割合は約70％。（昨年3月調査より約6％
増加）

②「感染の流行がこれ以上長引くと、経済や
教育など社会全体にさらに大きなダメージ
があると思う」と回答した人の割合は約
70％。（昨年3月調査より約15％減少）

③「保健所など自治体の担当機関への負担が
続いていることが心配だ」に「あてはまる
/ややあてはまる」と回答した人の割合は
約65％。

④「コロナがいつ収束するか見通しもつかな
い」に「あてはまる/ややあてはまる」と
回答した人の割合は約60％であり、昨年
3月調査の結果から約15％減少。

「とくに特別な対策をとらなくてもコロナ
はそのうち収束すると思う」に「あては
まる/ややあてはまる」とする割合は約
25％（昨年3月調査と同程度）。

「ワクチンの接種が普及すればコロナ流行
は収束すると思う」と回答した人の割合は
約30％と、昨年3月調査より約10％増加。

(％)（2023年：n=10,429)（2022年：n=10,000)

①
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15.9

18.1

9.4

28.3

25.5

27.0

27.2

9.8

9.5

7.9

3.5

11.5

8.4

4.9

23.2

29.4

22.0

32.9
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11.1

8.7

4.9

6.8

14.3

9.5

23.4

22.1

22.2

22.0

0.2
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0.3
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0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

2023

2022

2023

2022

2023

2023

2022

2023

2022

2023

2022

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない わからない 答えたくない

保健所など自治体の担当
機関への負担が続いて
いることが心配だ（新規）

コロナがいつ収束するか、
見通しもつかない

とくに特別な対策を
とらなくてもコロナは
そのうち収束すると思う

ワクチンの接種が普及すれば
コロナ流行は収束すると思う
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④

②
コロナ感染の流行がこれ
以上長引くと、経済や教育
など社会全体にさらに大き
なダメージがあると思う

③



新型コロナに関して、あなたの気持ちにあてはまるものをそれぞれひとつずつ選んで下さい。

①「自分はコロナに感染しないと思う」と回
答した人の割合は約15％となっており、昨
年3月調査から約5％減少。

②「コロナに感染するのは、その人の注意や
対策が足りないからだと思う」と考える人
の割合は約20％であり、昨年3月調査から
約5％減少。

「感染対策をしていない人は、非難されても
仕方がない」とする人の割合は約35％であ
り、昨年3月調査の結果から15％以上減少。

③「コロナかなと思っても受診したくない」､
「周囲に感染者がでても、検査を受けたく
ない」に「あてはまる/ややあてはまる」
と回答した人の割合は約20％で、昨年3月
調査からは5％程度増加。

④「自分は重症化しないと思う」や「自分は
死ぬことはないと思う」に「あてはまる/
ややあてはまる」と回答した人の割合は、
それぞれ約30％、約35％であり、昨年3月
調査から微増。

(％)（2023年：n=10,429)（2022年：n=10,000)

①

②

③
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あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない わからない 答えたくない

自分はコロナに感染
しないと思う

コロナに感染するのは、
その人の注意や対策が
足りないからだと思う

感染対策をしていない人は、
非難されても仕方がない

コロナかなと思っても
受診したくない

周囲に感染者がでても、
検査を受けたくない

感染しても、自分は
重症化しないと思う

感染しても、自分は死ぬ
ことはないと思う
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あなたは、新型コロナ陽性と判定されたことがありますか。あてはまるものをひとつ選んで下さい。

（n=10,429)

 回答した人のうち、陽性との

判定を経験した人は 19.6％

（ｎ=2,040）であった。

 陽性経験のある人を性別、年

代別に見てみると、性別の差

はなく、若い世代の割合が高

くなっている。
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26.5
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15.6

13.1

8.5
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76.9
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全体

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70代

ある（自己検査陽性含む） ない 答えたくない

（新型コロナ陽性の判定経験がある方に）コロナ陽性になった回数は何回ですか。

（n=2,040)

91.0 9.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1回 2回以上  コロナ陽性と判定された人

のうち、陽性になった回数

は、１回が91％、２回以上

が９％。
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（新型コロナ陽性の判定経験がある方に）新型コロナに感染してから2カ月以上の期間、

後遺症を疑う症状がありましたか。

（n=2,040)

 陽性との判定を経験した人のうち、感染してから2カ月以上の期間、後遺症を疑う症状があった人は25.8％。（n=527）

 どの世代でも後遺症の症状を訴える人は、一定数存在していた。
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後遺症はどのような症状がありましたか。あてはまるものをすべて選んでください。

（n=527)

後遺症を疑う症状があったと回答した人のうち、

 「疲労感・倦怠感」が約半数（51.6％）と最も多く、「咳」（35.1％）、「発熱・微熱」・「たんが出る」（各19.9％）、「味覚障害」
（16.9％）と続く。

 いわゆる風邪症状には含まれない症状にも、長く苦しむ人がいる。
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その他



後遺症の症状は日常生活にどの程度支障がありましたか。

 後遺症を疑う症状があったと回答した

人のうち、85％の人が後遺症による日

常生活への支障が「非常に/ややあっ

た」と回答。
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（後遺症の症状は日常生活に支障が非常に／ややあった方に）

後遺症により仕事（学業）を休んだことがありましたか。

 後遺症による日常生活への支障が「非

常に/ややあった」と回答した人のう

ち、半数超の方が仕事（学業）を休ん

でいる。

39.1 45.9 12.7 2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

非常にあった ややあった あまりなかった なかった

24.3 19.2 8.3 2.7 32.8 12.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

数日休んだ １～３週間休んだ 1カ月以上休んだ

もともと別の理由で休んでいた 仕事（学業）は休んでいない もともと仕事（学業）をしていない

その他

（n=448)

（n=527)

0.7
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2023年5月8日以降について、あなたの考えにあてはまるものを選んでください。

（n=10,429)

① 今後の感染対策や医療への不安として、「医療費がどれくらい自己負担になるか」は、６割強となっている。

② 「どこの医療機関でも診療してもらえるか」と「入院先を探すのに混乱しないか」についても５割強が不安を感じている。

16

27.1

28.1

25.0

20.3

19.0

18.1

34.9

32.9

33.5

37.8

36.5

36.1

17.0

17.8

19.0

18.9

21.2

20.9

11.0

12.2

11.6

11.1

11.8

12.1

9.2

8.3

10.1

11.1

10.8

12.1

0.7

0.7

0.8

0.8

0.6

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現在は全額公費で負担している医療費が、

どれくらい自己負担になるか心配だ

感染法上の位置づけの変更があったとしても、

急にマスクをはずすことには不安がある

「今後、感染対策は不要」との誤解が、

人々のなかに広がるのではないかと不安だ

対策が緩和されることで、高齢者施設や病院で高齢者や

病人の感染リスクが高まるのではないかと心配だ

どこの医療機関でも本当に

診てもらえるようになるのか不安だ

保健所など自治体による入院調整のしくみが制度上なくなる

ことになるが、医療機関が見つからず混乱しないかどうか不安だ

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない わからない 答えたくない

①

②



新型コロナに関して、あなたがほしい情報をいくつでも選んでください。

（n=10,429)

 今後ほしい情報として最も回答の多いのが「医療機関を受診する方法」と「医療費がいくらかかるか」でそれぞれ33％。続いて、「体

調を相談できる窓口」が29.2％、「治療薬の効果」が26.1%と多く、医療に関するわかりやすい情報を求める声が多い。
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治療薬の効果
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健康観察（隔離）が終わるまで何日かかるか

検査キットの入手方法

新型コロナのワクチンに関する情報

飲食の場での注意事項

マスクの着用が効果的な場面や場所

効果的なマスクのつけかた

健康だけど念のために検査を受ける方法

資金繰りを支援する制度について

その他

特にほしい情報はない


